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東
北
・
関
東
地
方
に
お
い
て
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
す
で
に

報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
死
者
・

行
方
不
明
者
が
２
０
，
５
７
７
人
（
７
月

20
日
現
在
）
と
国
内
観
測
史
上
最
大
、
か

つ
原
発
事
故
も
発
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
想
定
を
遥
か
に
超
え
る
未
曾
有
の
大

災
害
と
な
っ
て
お
り
、
商
工
会
関
係
で
も

会
員
事
業
所
や
商
工
会
館
の
全
半
壊
、
役

員
・
会
員
・
青
年
部
・
女
性
部
・
職
員
の

中
に
も
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
て
お
り

ま
す
。

　
当
商
工
会
で
は
大
震
災
発
生
直
後
に
本

所
・
各
支
所
の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
、

来
訪
者
か
ら
の
義
援
金
や
役
員
・
会
員
・

青
年
部
・
女
性
部
・
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
を
３
月
30
日
に
３
７
１
，
９
６

６
円
、
７
月
22
日
に
１
６
７
，
７
７
３
円

を
県
連
を
通
じ
て
全
国
連
に
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
震
災
発
生
後
す
ぐ
に
救
援
物

資
を
第
１
便
と
し
て
飲
料
水
、
第
２
便
と

し
て
缶
詰
を
そ
れ
ぞ
れ
３
月
に
商
工
会
・

青
年
部
・
女
性
部
が
県
連
を
通
じ
て
被
災

地
へ
送
り
ま
し
た
。

　
商
工
会
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、
被
災

地
支
援
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
に
感
謝
し
、

飲
料
水
を
送
る
に
あ
た
っ
て
は
鹿
児
島
マ

テ
リ
ア
ル
（
株
）
さ
ん
と
（
株
）
ウ
イ
ン

グ
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

も
ご
報
告
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度

第
６
回 

　
　
　
　
　 

　
　
開
催
さ
れ
る

東日本大震災へ救援物資・義援金を送る

　
平
成
２３
年
度
第
６
回
通
常
総
代
会
が
、
５
月
１９
日

（
木
）
午
後
３
時
か
ら
宮
之
城
屋
地
の
ひ
か
り
別
館
で
、

総
代
１
１
２
名
中
１
０
９
名
（
う
ち
委
任
状
４５
名
）
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
書
・
貸
借
対
照
表
・
財
産
目
録

及
び
特
別
会
計
等
収
支
決
算
書
承

認
の
件
（
監
査
報
告
）

　
第
２
号
議
案
　
平
成
２３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算
書
（
案
）
及
び
特
別
会

計
等
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

（
附
帯
決
議
事
項
を
含
む
）

　
第
３
号
議
案
　
さ
つ
ま
町
商
工
会
定
款
一
部
改
正

（
案
）
承
認
の
件

　
第
４
号
議
案
　
さ
つ
ま
町
商
工
会
運
営
規
約
一
部
改

正
（
案
）
承
認
の
件

　
第
５
号
議
案
　
商
工
会
運
営
に
伴
う
借
入
金
最
高
限

度
額
承
認
の
件

　
第
６
号
議
案
　
役
員
補
充
選
任
の
件

こ
の
中
で
、
２３
年
度
の
重
点
事
項
と
し
て

　
①
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
を
ビ
ジ
ネ
ス
へ
結
び
つ
け
る

　
②
九
州
新
幹
線
効
果
の
追
求

　
③
激
特
事
業
を
新
し
い
町
づ
く
り
に
生
か
す

　
④
商
工
会
会
員
の
意
識
改
革
と
会
の
活
性
化
（
経
営

改
善
、
創
業
塾
の
活
用
）

　
⑤
財
政
基
盤
の
拡
充
（
会
員
増
強
、
共
済
事
業
推
進
）

　
以
上
の
５
点
を
掲
げ
、
23
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

　
「
今
出
来
る
こ
と
を
、
出
来
る
人
が
、
出
来
る
時
に

や
り
、
１
人
ひ
と
り
の
力
を
大
き
な
ウ
ネ
リ
へ
！
」

を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
款
の
一
部
改
正
で
は
、
役
員
の
定
数
が
現

在
の
３５
名
か
ら
２８
名
へ
の
変
更
が
承
認
さ
れ
、
県
知
事

の
認
可
が
お
り
ま
し
た
ら
、
来
年
度
の
総
代
会

か
ら
変
更
後
の
役
員
定
数
（
２８
名
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
２４
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
す
。
）

　
な
お
、
役
員
補
充
選
任
で
は
、
理
事
に
河
本
修
二
氏

（
屋
地
）
、
平
島
賢
一
氏
（
鶴
田
）
、
川
内
優
紀
氏
（
求

名
・
青
年
部
長
）
の
３
名
が
選
任
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会



役　　職

部　　長

副 部 長

〃

常任委員

〃

〃

〃

〃

監査委員

〃

氏　　名

池山れい子

得永小夜子

下市　郁美

水口　麗子

祁答院優子

神園　睦子

高橋　美音

野田由美子

二宮　絹子

清水美恵子

　　　 事　業　所　名

池山自動車

リラクゼーションルームかぐや姫

(有)ちくりん温泉

Ｙショップ薩摩

祁答院商会

（株）神園経営センター

（資）上田屋商店

簡保加入者協会事務局

（有）二宮葬祭

清水時計店

地　区

永野

鶴田

時吉

永野

鶴田

屋地

〃

〃

虎居

屋地

役　　職

部　　長

副 部 長

〃

常任委員

〃

〃

〃

〃

監査委員

〃

氏　　名

川内　優紀

小牧　一徳

白石　　誠

山本　一道

新山　洋正

田島　靖久

堀之内力三

邦永　泰幸

舟倉　克広

山之口真広

（有）川内緑造園

小牧醸造（株）

白石商事（有）

薩摩建設（株）

（有）湯田荘

（有）新地建設

堀之内酒店

（有）邦永印刷

衣料百貨ふなくら

（有）山之口ストア

地　区

求　名

屋　地

船　木

求　名

湯　田

中津川

屋　地

〃

〃

紫　尾

事　業　所　名

平
成
23
年
度
　

青
年
部
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

第
16
回 

さ
つ
ま
百
縁
祭
の
予
告

２

　
今
年
度
か
ら
此
元
一
晶
さ
ん
（
宮
之
城

屋
地
・
㈲
湯
気
院
）
が
青
年
部
に
加
入
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
年
部
規
約
の
改
正
に
よ
り
、

賛
助
部
員
と
し
て
吉
松
勇
作
さ
ん
（
鹿
児

島
銀
行
宮
之
城
支
店
）
、
岩
崎
稔
さ
ん

（
南
日
本
銀
行
宮
之
城
支
店
）
、
前
原
善

樹
さ
ん
（
鹿
児
島
信
用
金
庫
宮
之
城
支

店
）
、
造
々
秀
一
さ
ん
（
ア
ク
サ
生
命
保

険
㈱
北
薩
営
業
所
宮
之
城
分
室
）
の
４
名

も
加
入
し
、
現
在
の
部
員
数
は
21
名
（
う

ち
賛
助
部
員
は
４
名
）
で
す
。

　
青
年
部
で
は
青
年
部
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
加
入
資
格
は
「
①
部
員
：
商
工
会
会
員

事
業
所
の
経
営
者
及
び
後
継
者
ま
た
は
事

業
に
従
事
し
て
い
る
親
族
」
「
②
賛
助
部

員
：
商
工
会
の
会
員
事
業
所
で
部
員
の
資

格
を
有
し
な
い
従
業
員
等
」
で
、
年
齢
等

は
「
満
40
歳
以
下
の
男
性
及
び
女
性
」
で

す
。
　
活
動
内
容
は
、
各
種
研
修
会
や
講
演
会

に
参
加
し
て
の
勉
強
会
や
夏
ま
つ
り
・
さ

つ
ま
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
・
協
力
な
ど
、
自
己
研
鑽
や
異
業

種
交
流
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
で

き
、
皆
さ
ん
の
事
業
へ
の
ヒ
ン
ト
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
お
近
く
の
青
年

部
役
員
・
青
年
部
員
や
商
工
会
本
所
・
各

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
第
１６
回
さ
つ
ま
百
縁
祭
は
８
月
２０
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
s
a
t
s
u
m
a
.
k
a
s
h
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
/

）

ま
た
は
前
日
の
１９
日
土
曜
日
の
朝
刊
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
ま
た
、
参
加
店
舗
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
商
工
会
本
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

第
15
回 

さ
つ
ま
百
縁
祭
の
報
告

　
第
１５
回
さ
つ
ま
百
縁
祭
は
５
月
２５
日
（
水
）

午
前
１０
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
百
縁
祭
は
「
ホ
タ
ル
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
盈
進
小
の
子
供
た
ち
が
描
い

た
ホ
タ
ル
の
絵
を
「
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と

し
て
展
示
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
虎
居
地
区
の
商
店
街
で
は
、
前
回
に
引
き

続
き
「
虎
居
で
ト
ラ
イ
！
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」
と
題

し
た
卵
の
掴
み
取
り
や
、
長
島
町
産
の
じ
ゃ

が
い
も
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
放
題
１
０
０

円
で
行
わ
れ
た
「
軽
ト
ラ
じ
ゃ
が
い
も
市
」

も
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
５
店
舗
で
買
い
物
を
し
た
ら
、
百

縁
祭
参
加

店
で
当
日

の
み
使
え

る
「
１
０

０
縁
券
」

が
も
ら
え

る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー

も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
女
性
部
通
常
総
会
は

４
月
１８
日
（
月
）
午
後

７
時
か
ら
湯
田
地
区
の

玉
の
湯
で
開
催
さ
れ
、

２２
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
書
・
貸
借
対
照

表
承
認
の
件
、
２３
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

書
承
認
の
件
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
２
年
に
１

回
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
も
あ
り
、
左

記
の
表
の
と
お
り
新
役

員
が
選
任
・
承
認
さ
れ
、

部
長
に
は
池
山
れ
い
子

さ
ん
（
池
山
自
動
車
・

永
野
）
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

新
規
加
入
青
年
部
員
の
紹
介
と

　
新
規
加
入
青
年
部
員
の
募
集
に
つ
い
て

女性部通常総会が開催される平成23年度

北
薩
地
区
女
性
部
合
同
研
修
会
と

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る

　
毎
年
恒
例
の
北
薩
地
区
商
工
会
女
性
部

の
合
同
研
修
会
と
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
、

６
月
５
日
（
日
）
に
長
島
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
９
時
か
ら
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
開
会

式
に
合
わ
せ
、
当
日
の
朝
は
７
時
に
出
発

で
し
た
が
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
で
は
選
手

も
応
援
団
も
元
気
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
研
修
会
が
行
わ
れ
、
講
師

に
は
㈲
み
か
ん
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役
で
タ
レ
ン
ト
・
漫
才
師
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
辻
イ
ト
子
先
生
が
「
母

と
し
て
　
企
業
家
と
し
て
　
だ
れ
も
が
人

生
の
主
役
！
輝
い
て
生
き
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
ご
自
身
の
人
生
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
農
家
の
娘
だ
っ
た
頃
の
こ
と
や
専

業
主
婦
か
ら
４０
代
半
ば
で
芸
能
界
に
飛
び

込
み
、
後
に
銀
行
マ
ン
だ
っ
た
夫
と
漫
才

コ
ン
ビ
を
結
成
し
た
こ
と
、
起
業
も
し
た

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
基
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
笑
顔
で
話

さ
れ
、
参
加
者

は
先
生
か
ら
元

気
と
勇
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
し

た
。
　
引
き
続
き
交

流
会
も
開
催
さ

れ
、
地
区
内
女

性
部
員
と
の
親

睦
・
交
流
も
行

わ
れ
て
充
実
し

た
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
青
年
部
通
常
総
会
は
４

月
２１
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
湯

田
荘
で
開
催
さ
れ
、
２２
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
、
２３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
書
、
青
年
部
規
約
の

一
部
改
正
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
青
年
部
は
年
齢
制
限
が
４０
歳
ま

で
と
い
う
こ
と
か
ら
、
有
村
正
和
さ

ん
（
ア
リ
ム
ラ
テ
レ
ビ
・
屋
地
）
、

西
野
健
さ
ん
（
西
野
電
気
設
備
・
屋

地
）
の
２
名
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
（
任

期
２
年
）
で
は
、
左
記
の
表
の
と
お

り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
川
内
部
長
は
北
薩
地
区
商
工
会

青
年
部
連
絡
協
議
会
会
長
と
鹿
児
島

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
理
事
に
も

選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



薩摩支所 鶴田支所

３

支所情報

　昨年度は口蹄疫の蔓延防止のため中止いたしましたが、今年の夏まつりは８月７日（日）
午後４時から宮之城屋地・虎居の国道３２８号線で開催されます。
　今年も４流派約１７０基の五ツ太鼓の軽快なリズムに合わせ、踊り連も約３１連９７０
名程の手踊りも開催され、昨年の５周年時に青森県鶴田町から寄贈された「ねぶた」が、
国道３２８号の屋地から虎居へ練り歩きます。その他、通り２箇所でのイベントや最後は
花火大会も行われます。当日のイベント内容は以下のとおりです。

　夏まつりオリジナルＴシャツも１枚１,７００円で販売しています。売上金の一部を東
日本大震災への義援金として寄付します。購入などのお問い合わせは商工会本所・各支
所へお問い合わせ下さい。商工会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　（アドレス　http://satsuma.kashoren.or.jp/）

　
恒
例
の
「
鶴
田
龍
舟
祭
」
は
、
今
年
は
８
月
２１
日
（
日
）

に
川
内
川
神
子
橋
付
近
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
申
込
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
当
日
は
迫
力
あ
る

レ
ー
ス
を
ご
覧
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

　
な
お
、
前
日
の
２０
日
（
土
）
午
後
５
時
３０
分
か
ら
は
地

元
神
子
区
の
レ
ー
ス
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　今年２月に発行した商工会報でお知らせしましたが、商工会ホームページがリニュー
アルされております。
　リニューアル後のホームページの特徴は、「イベントなどの情報を職員が事務所のパ
ソコンから入力し、情報をすぐに掲載できる」ことが大きな特徴であり、また会員事業
所のパソコンから「大売出しの情報」や「お買い得情報」などを商工会ホームページ上
に掲載でき、それが自動で県連合会や全国連のホームページにも掲載される仕組みにな
っており、より多くの方に情報を発信できるようになっています。
　また、「会員事業所紹介」コーナーに掲載すると１ページを皆さんの事業所の情報や
写真を掲載できます。この場合の掲載料は初回３，０００円、その後の更新は１回につ
き２，０００円ですが、写真の撮影も含めての価格となっており、会員事業所の中には
「掲載料金も安い」との意見もあり、掲載される会員事業所も増えてきております。
　一度、商工会ホームページを覗いてみていただき、皆様の事業所の情報発信のツール
として活用してみませんか？
　不明な点などは商工会本所・各支所へお問い合わせ下さい。

商工会ホームページアドレス　http://ｓatsuma.kashoren.or.jp/

鶴
田
地
区
懇
談
会
が

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

薩
摩
ス
タ
ン
プ
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

　
６
月
２４
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
鶴
田
支

所
で
鶴
田
地
区
の
会
員
１５
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
２０
年
度
か
ら
の
商
品
券
事

業
の
経
過
報
告
と
今
年
度
の
計
画
、
当
面
の

行
事
予
定
、
さ
つ
ま
百
縁
祭
に
つ
い
て
の
説

明
や
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
よ
り
特
別
委
員
会
等
で
も
協
議
・
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た

鶴
田
支
所
の
移
転
に
つ
い
て
も
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
防
犯
上
の
問
題
な
ど
か
ら
も
町
役
場
の
鶴
田
支
所
内
へ

の
移
転
に
つ
い
て
を
町
当
局
と
検
討
し
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
出
席
し

た
会
員
か
ら
は
「
是
非
、
支
所
は
今
の
場
所
に
残
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
意
見
で
あ
り
、
当
面
の
間
は
「
現
状
の
ま
ま
（
鶴
田
支
所
の
場
所
及
び

職
員
の
配
置
）
と
す
る
」
と
の
結
論
に
な
り
、
今
後
は
職
員
の
減
員
が
あ

っ
た
時
に
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
薩
摩
ス
タ
ン
プ
会
で
は
、
７
月
２２
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
薩
摩
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
１６
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
は
１
月
の
寒
い
時
期
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
は
夏
場
の
開
催
と
な
り
、
ま
た
初
め
て
の
ナ
イ
タ
ー
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
暑
い
日
中
と
は
違
い
心
地
よ
い
風
が
吹
く

中
、
思
い
思
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、
会
場
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
ナ

イ
ス
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
団
体
の
部
の
優
勝
は
永
野
地
区
の
森
さ
ん

チ
ー
ム
に
輝
き
、
個
人
の
部
で
は
求
名
の
丸

口
さ
ん
が
優
勝
し
、
そ
の
他
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
、
飛
び
賞
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
度
に
歓

声
が
上
が
り
、
終
始
「
笑
い
」
に
包
ま
れ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
汗
が
流
せ
て
良

か
っ
た
」
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
好
評

に
つ
き
次
回
を
来
年
１
月
に
開
催
す
る
予
定

と
な
り
ま
し
た
。

商工会ホームページの会員事業所掲載について

鶴
田
龍
舟
祭
の
開
催
予
告

鶴
田
龍
舟
祭
の
開
催
予
告

１６：００　　八坂・エビス神社奉賛会　山車巡行
１６：４５　　巡行パレード（ブラスバンド・御神幸・あっくい）
１７：００　　子供みこし、大人みこし
１８：０５　　手踊り・五ツ太鼓
１９：３０　　ねぶた巡行・屋地、虎居で各イベント・夜店
２１：１５　　花火
２１：４０　　終了



事 業 所 名

原　之　薗　精　米　所

岩 切 プ ロ ダ ク シ ョ ン

ソース工房エンジェルハウス

東　　　　農　　　　園

ら ぁ め ん 香 倶 屋 本 店

中　　村　　商　　店

キ ッ チ ン い の う え

多　幸　正（タコマサ）

ＮＰＯ法人ひっ翔べ！奥さつま探検隊

（株）３ Ｆ Ｖ （ パ チ 亭）

代表者名

原之薗資人

岩切　　昇

杉田　昌美

東　　幸治

角井　　誠

東　　慶子

井上　洋子

笠原　昭人

小牧　紘一

野中　伸一

　 業　種

精米業

サービス業

食品加工業

農産物販売業

飲食業

小売業

飲食業

　〃

　〃

サービス業

地区

佐志

求名

屋地

神子

船木

屋地

船木

屋地

神子

柏原

４

　
本
県
で
は
、
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
が
ん
に
よ
る

死
因
の
第
１
位
を
占
め
て
お
り
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
か
ら
肺
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
「
低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が

ん
検
診
費
」
の
一
部
助
成
を
行
い
、
検
診
受
診
促
進

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
対
象
者
は
、
県
内
に
居
住
す
る
５０
歳
以
上
（
受
診

日
時
点
）
の
県
民
。

　
　
但
し
、
肺
が
ん
治
療
中
や
経
過
観
察
中
の
方
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
内
容
は
、
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
。

③
検
診
費
用
は
自
己
負
担
額
３
，
１
５
０
円
。

④
期
間
は
、
平
成
２３
年
７
月
か
ら
平
成
２４
年
３
月
末

⑤
受
診
定
員
は
、
上
限
８
，
０
０
０
人
。

⑥
検
診
場
所
は
、
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
一
次
検
診

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
商
工
会
に
県
か
ら
配
布
さ
れ
た
チ

ラ
シ
を
参
照
さ
れ
る
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。
（
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
）

（平成２３年７月５日まで）新規会員紹介

㈲ 戸木田商店（虎居）
農事組合法人
薩摩西郷梅生産組合（中津川）

　
創
業
明
治
35
年
、
さ
つ
ま
揚
げ

の
戸
木
田
商
店
は
国
道
３
２
８
号

線
沿
い
に
工
場
兼
店
舗
を
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
２
月
よ
り
新

店
舗
づ
く
り
に
着
工
し
、
国
道
５

０
４
号
線
沿
い
に
無
事
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
新
店
舗
は
南
国
バ
ス
セ
ン
タ
ー

近
く
で
駐
車
場
完
備
で
す
の
で
、

是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　
「
戸
木
田
の
つ
け
あ
げ
」
は
、

関
東
・
関
西
の
県
人
会
の
方
達
に

も
御
好
評
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
お
中
元
、
お
歳
暮
、
お
土
産
に

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
飲
料
用
氷
も
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
こ
の
８
月
に
、
こ
れ
ま
で
の
梅

振
興
会
を
農
事
組
合
法
人
「
薩
摩

西
郷
梅
生
産
組
合
」
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
業
務
は
中
津
川
に
あ
る
さ
つ
ま

町
の
加
工
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
約
百
名
が
栽
培
す

る
上
品
質
の
南
高
梅
を
「
薩
摩
西

郷
梅
」
と
し
て
商
標
登
録
し
ま
し

た
。
そ
し
て
加
工
セ
ン
タ
ー
で
お

い
し
い
梅
干
に
仕
上
げ
町
内
の
直

売
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
梅
は
ア
ル
カ
リ
性
の
健
康
食
品

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

県
保
健
福
祉
部

　
健
康
増
進
課
か
ら
お
知
ら
せ

事業主の皆様へ、外国人雇用はルールを守って適正にお願いします。
①外国人労働者の雇用管理の改善等が事業主の努力義務として定められて
います。
②外国人労働者の雇い入れ及び離職の際に、その氏名・在留資格等につい
てハローワークへの届出が必要です。
　詳しくは、ハローワーク宮之城（電話５３－０１５３）までお問い合わせ下さい。

ハローワークからのお知らせ

西　　克博（経営指導員）

　この度の人事異動で配属されました。前任地和泊町商
工会には６年間勤め、今回が２箇所目の商工会です。
　現在、皆様の顔と担当地区（虎居・湯田・佐志・平
川）の事業所を覚える事で必死ですが、自然豊かなさつ
ま町の景色を楽しみながら頑張って参りたいと思います。
まだまだ未熟ではありますが、皆様と一緒に勉強をしな
がら地域と事業の発展に微力ながら貢献できるように頑
張りますので皆様よろしくお願いします。

木下　政代（経営支援員・鶴田支所勤務）

　４月１日付けの人事異動により鶴田支所に配属されま
した経営支援員の木下です。前任地は薩摩川内市商工会
東郷支所で、そのまた前任地はさつま町商工会本所（宮
之城商工会）に永く勤務していました。今回の異動で帰
って来れて、とても嬉しくて毎日楽しく仕事をしており
ます。どうぞよろしくお願いします。

外囿　良幸（きばれ商店街活力支援事業（県事業）・商店街サポーター）

　この度、４月よりお世話になっています外囿良幸です。
出身は求名の狩宿で年齢は５５歳、商工会に勤める前は
ＪＡに３６年間勤めていました。
　商工会の仕事は初めてで不安な点もありますが、商店
街サポーターとして、元気で明るく活力のある商店街に
なるよう一生懸命頑張ります。９月までの半年間ですが、
よろしくお願いします。

田畑　瑠美（ふるさと雇用再生特別基金事業（県事業）・商工業活性化プランナー）

　４月から商工業活性化プランナーとして、お世話にな
っています田畑と申します。
　商工会に携わるのは初めてで分からない点もあります
が、会員の皆様のお力をお借りしながら出来ることは何
でもさせて頂きます。
　来年３月までの１年間ですが、頑張りますのでご指導
の程よろしくお願い致します。ちなみに３４歳独身です。

　前任者の上野孝藏経営指導員が和泊町商工会の広域担
当経営指導員として、鶴田支所の藤﨑恵美子経営支援員
が薩摩川内市商工会東郷支所に異動となりました。お二
人の益々のご活躍をご期待いたします。

　４月１日付けの人事異動により、職員の変更が

ありましたので、ご紹介します。

職員の人事異動のお知らせ

お世話になりました


